
地域からのご意見・ご提言（２）

分野 ご　意　見　・　ご　提　言　の　要　旨

風力発電を行ってほしい。

長野県では、風力発電は難しいのではないか。新エネルギーで期待できる太陽光発電を推進
してほしい。

森林
温暖化防止、環境保全のため森林整備は重要であり、そのためには国有林との連携を図りな
がら整備をする必要がある。

農業を担う人の高齢化が進んでおり、遊休農地が増えている。農地をどう維持・保全してい
くか、後継者育成を含め今後のあり方を考えてほしい。

林業被害防止のため、鳥獣被害の根本的な対策を考える必要がある。

千曲市に新幹線新駅を設置するとともに、信大工学部と繊維学部との中間なので研究開発施
設を設置し、企業の技術力を高める指導をしたらどうか。

地域を支える企業が育つためには、人材の育成が必要である。シリコンバレーのような地域
を創ってはどうか。

創作家具づくりの拠点施設を設けるなどにより、人材の活用と育成を図ってはどうか。

農業
・

農村

農作物は生食でなく「加工」して初めてブランドとなる。県には加工のための支援をしてほ
しい。

林業
・

木材産業

林業大学校、木曽山林（青峰）高校、上松技術専門校には、林業、木材利用の問題を長期的
かつアカデミックに捉えた教育を行ってほしい。

長野県勤労者福祉センターの廃止にあたっては、勤労者福祉センターの位置付けや跡地の活
用等について検討するよう県議会の決議がされているので、しっかり検討してほしい。

「職住近接」という地域をつくっていかなければ地域の元気は出ない。そういうことを意識
して、きちっと県民所得が上がる誘導策を考えてほしい。

健康
づくり

長野県は長寿県であり、健康という大きなテーマを持って、「健康立県長野」を打ち出すべ
きである。そういう考えに基づいた産業誘致や、農業振興を検討してほしい。

医療 無医地区解消に向け、解消地区数の目標数値を示してはどうか。

地球
温暖化

農山村の
多面的
機能

雇用・労
働環境

ものづく
り産業
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分野 ご　意　見　・　ご　提　言　の　要　旨

医療

医師確保対策の一環として、関係する自治医科大学の学生をはじめ、卒業医師に対して、地
域医療・へき地医療への理解と関心を高める施策を講じるとともに、県立医療機関との有機
的な連携を確保する「県民医療室」を充実強化し、臨床、研究、研修等の関係医師を取り巻
く医療環境の整備に努めて欲しい。

高齢者
福祉

自治体の財政が厳しくなる中で、高齢者や障害者などの社会的弱者への福祉が後退しないよ
うにしてほしい。

治山・治
水・砂防

近年の雨の降り方は異常であり、十分な河川断面の確保が必要である。

防犯 老朽化している長野中央警察署の改築について、方向性を示してほしい。

県短期大学の４年制への移行について検討してほしい。

老朽化している長野ろう学校の改築について、方向性を示してほしい。

市町村の
地域経営

県の計画は市町村で義務付けられている総合計画や国の計画との齟齬があってはいけない。
分野ごとの実施主体を明確に書いていく必要があると思う。

高速
交通

中部横断自動車道八千穂インターチェンジ（仮称）以南の整備計画早期格上げの促進につい
て記載してほしい。

「松本・佐久間交流促進型広域道路」の整備推進について記載してほしい。

国道１９号は雨量による規制区間があり、大雨の際には交通が困難になるため、改善をお願
いしたい。

目標は数値等により具体的に示し、わかりやすい計画にすべきである。地域編においても目
標数値を記載してはどうか。

ここ数年、長野県の県民所得が落ちている。中期総合計画の究極の目的は、県民が豊かで明
るく健康な暮らしのできる県土をつくることであり、計画において誘導施策を示すべきだと
思う。

総合計画について、「地域編」の策定とともに地域別に数値目標を設定すべき。

各地域において、自分達が目標値をどこに置いているのか認識していないとすればそれは目
標ではない。

県の総合計画は、市町村計画とも整合性を図るべき。

中期総合計画には、夢があることと同時に、将来必ず実現できることを盛り込まなければな
らない。
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